


　

複
雑
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
簡
単
に
で
き

ま
す
。 

対　

象　

市
内
在
住
の
方

定　

員　

12
名(

先
着
順)

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
布
、
履
物

問
合
せ
／
申
込
み　

　
　
　
　

都
賀
支
所　

☎
28
‐
０
２
５
４

 　

毎
月
１
回
、
自
宅
で
は
体
験
で
き
な
い
遊

び
や
交
流
を
と
お
し
て
、
子
育
て
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

対　

象　

市
内
在
住
就
園
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

内　

容　

2
月　

豆
ま
き
・
食
育
講
話

　
　
　
　

3
月　

お
別
れ
会

講　

師　

2
月　

家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
「
か
る
が
も
岩
舟
」　　
　
　

参
加
費　

1
世
帯
年
間
５
０
０
円

持
ち
物　

飲
物

問
合
せ
／
申
込
み

　
　
　
　

岩
舟
支
所　

☎
55
‐
２
４
３
８

　

地
域
で
の
居
場
所
づ
く
り
や
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
た
め
の
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
で
本
格
的
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

対　

象　

市
内
在
住
の
障
が
い
者
手
帳
等
を

お
持
ち
の
お
お
む
ね
18
歳
以
上
の

方
と
そ
の
親
族

内　

容　

カ
ラ
オ
ケ
交
流
会　
　
　
　

負
担
金　

５
０
０
円
（
カ
ラ
オ
ケ
料
金
・
ソ

フ
ト
ド
リ
ン
ク
・
保
険
代
等
）

交
通
手
段　

現
地
集
合
（
岩
舟
地
域
在
住
の

方
の
み
送
迎
可
能
）

定　

員　

20
名

問
合
せ
／
申
込
み　

2
月
1
日
か
ら

　
　
　
　

岩
舟
支
所　

☎
55
‐
２
４
３
８

平
成
27
年
度 

福
祉
講
演
会

　
　
　

 

～
日
常
に
潜
む
困
窮
と
支
援
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
24
日
（
火
）

　

栃
木
市
大
平
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ふ
る

さ
と
ふ
れ
あ
い
館
）
研
修
室
に
お
い
て
、
福

祉
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
大
平
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

と
栃
木
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
大
平
支
部
に

よ
る
合
同
開
催
で
、
大
平
地
域
の
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
や
自
治
会
役
員
等
、
49
名
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
本

会
職
員
で
生
活

支
援
を
担
当
し

て
い
る
松
本
と

青
栁
が
務
め
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
、

日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
と
、

生
活
困
窮
者
自

立
支
援
事
業
に

つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
「
生
活
に
困
っ
て
い

る
人
の
実
情
が
分
か
っ
た
」
な
ど
の
声
も
聞

か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
か
ら
の
質
疑

に
も
丁
寧
に
応
答
が
な
さ
れ
、
実
の
あ
る
講

演
と
な
り
ま
し
た
。

第
29
回
藤
岡
ふ
く
し
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
18
日
（
日
）

　

秋
晴
れ
の
中
、
第
29
回
藤
岡
ふ
く
し
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
民
、
福
祉
団
体
、
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
協
力
で
、
幼
稚
園
・

保
育
園
児
に
よ
る
演
技
や
福
祉
バ
ザ
ー
、
模

擬
店
、手
話
・
点
字
・
車
い
す
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

等
が
設
け
ら
れ
、
世
代
を
越
え
た
交
流
と
福

祉
を
考
え
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
特
に
、
今

秋
の
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
の
、
被
害
状
況
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
を
報

告
し
た
ほ
か
、
水
害
時
の
健
康
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
手
洗
い
の
重
要
性
を
知
っ
て
い
た
だ

く
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

　

な
お
、
福
祉
バ
ザ
ー
の
収
益
金
６
６
７
，

３
６
５
円
と
募
金
箱
５
，
４
２
９
円
（
合
計

６
７
２
，
７
９
４
円
）
は
、
栃
木
市
豪
雨
災

害
義
援
金
と
し
て
寄
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
皆
さ
ま
に
ご
支
援
、
ご
協
力
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ひ
な
ま
つ
り
に
挑
戦
！

四し
か
い海
・
薔ば

ら薇
の
花
太
巻
き
す
し
作
り

　
　
　
　

  

場
所　

都
賀
支
所

　
　
　
　

  

日
時　

３
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

  

午
前
10
時
～
正
午

学
ぼ
う
食
育
！
涙
涙
の
お
別
れ
会

～
親
子
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
～

　
　
　
　

場
所　
岩
舟
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
「
遊
楽
々
館
」

　
　
　
　

日
時　

２
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

３
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　

  

両
日
と
も
午
前
10
時
～

　
　
　
　
　
　
　
　

  

午
前
11
時
30
分

楽
し
く
歌
っ
て
ス
ト
レ
ス
発
散
！

カ
ラ
オ
ケ
大
会

～
障
が
い
者
余
暇
活
動
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集
～

　
　
　
　

場
所　

シ
ダ
ッ
ク
ス

　
　
　
　
　
　
　

栃
木
昭
和
町
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

日
時　

３
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　

  

午
後
１
時
～
午
後
３
時

　「ふれあい在宅福祉サービス」とは、住民同士のたすけあいの精神を基盤とした会員制の在宅福祉サービス事業です。
　本事業に理解を持って活動していただける方に協力会員となっていただき、援助が必要な利用会員に対して、各種サービスを提供することで在宅福
祉の充実を図ります。

◆活動の特徴◆
　１　制度にとらわれない、地域での当たり前の暮らしを支える「よろずなんでも活動」
　２　「助けられたり」「助けたり」のお互い様の支え合い活動
　３　「この街に暮らしてよかった」と思えるまちづくりを目指します。
　４　会員制と有償性２つの仕組みで理念を支える活動
　　　会員制　…　サービスの利用者、提供者ともに団体の会員です。利用者も時には提供者になるなど、助け合いの精神を具体化したものです。
　　　有償制　…　サービスは非営利・有償で提供される仕組みです。無償のサービス提供では利用者側が遠慮や気づまりを抱きがちなことから、
　　　　　　　　　金銭を介在させることでそれを取り除くことをねらいとしています。
　
◆想定されるサービス（家事援助）内容◆
　清掃・買い物代行・外出時の付添い・食事の準備など

ふれあい在宅福祉サービス　協力会員募集中

現在、協力会員さんを募集しております。
ご興味のある方（資格は問いません）は、お気
軽に事務局までご連絡ください。

募集募集
事務局：本　　所　☎22－4457　　大平支所　☎43－0294
　　　　藤岡支所　☎62－5861　　都賀支所　☎28－0254
　　　　西方支所　☎92－8080　　岩舟支所　☎55－2438

利用会員
栃木市内にお住まいで、おおむね65歳以上、または障がいのある方で支援が必要な方。
・年会費：1,000円／年間
・利用料金：１時間当たり500円（チケット制）
・利用時間：協力会員さんの協力が得られる範囲で、臨機応変に活動します。

協力会員
栃木市内にお住まいで、本事業に対して理解し協力いただける方。
・年会費：なし
・報償費：１時間当たり500円をお支払いいたします。
・活動時間：ご都合のよい日、時間帯での活動となります。ただし、利用会員さんからの要望に対して、活動していただきます。

大

平

支

所

藤

岡

支

所

栃木市災害義援金寄付額

672,794円

～ 活動の流れ ～

ふ
く
ぴ
ー
だ
よ
り
　
第
25
号
（
2
）

明るい笑顔の応援団！



防
災
対
策
講
座

　

11
月
18
日
（
水
）

　

近
年
、
多
発
す
る
自
然
災
害
の
教
訓
か

ら
、
地
域
住
民
の
見
守
り
や
助
け
合
い
活
動

な
ど
が
防
災
・
減
災
へ
つ
な
が
る
こ
と
が
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
防
災
・
減
災
・
災

害
支
援
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
防
災
対
策
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
ち
ぎ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
方
を
講
師
に
お
願

い
し
て
、
災
害
時
困
る
こ
と
の
ひ
と
つ
で
あ

る
ト
イ
レ
に
焦
点
を
あ
て
、
講
話
と
実
際
に

ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
簡
易
ト
イ
レ
作
成
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、「
い
つ
非

常
事
態
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。」「
最
新
の

減
災
情
報
や
対
策
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
、

良
か
っ
た
。」と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

合
同
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

11
月
11
日
（
水
）

　

栃
木
市
藤
岡
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

及
び
支
援
セ
ン
タ
ー
親
の
会
合
同
に
よ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
を
、
健
康
管
理
の
一
環

と
し
て
、
渡
良
瀬
遊
水
地
の
谷
中
湖
（
ハ
ー

ト
池
）
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
子
ど
も
広
場
ゾ
ー
ン
を
ス

タ
ー
ト
し
て
、
中
の
島
で
折
り
返
し
、
子
ど

も
広
場
ゾ
ー
ン
に
戻
る
約
３
キ
ロ
の
コ
ー
ス

で
、
途
中
三
回
の
休
憩
を
取
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
足
取
り
も
軽
く
歩
い
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
程
よ
い
汗
を
か
き
、
互
い
に

励
ま
し
合
い
、
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
す
る
こ
と
が

出
来
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

日
頃
の
散
歩
の
成
果
も
発
揮
さ
れ
、
最
後

ま
で
頑
張
っ
て
歩
く
事
が
出
来
て
自
信
に
も

つ
な
が
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

世
代
間
交
流
事
業「
そ
ば
打
ち
教
室
」

　

11
月
14
日
（
土
）

　

児
童
と
祖
父
母
が
そ
ば
打
ち
を
通
し
て
交

流
を
図
り
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
藤
岡
シ
テ
ィ
青
少
年
健
全
育
成
推

進
部
会
代
表
の
海
老
沼
さ
ん
を
は
じ
め
と
し

て
７
名
の
方
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
銘
々

の
太
さ
に
美
味
し
く
出
来
上
が
っ
た
お
そ
ば

を
み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
話
も
弾

み
、
交
流
事
業
を
無
事
終
え
ま
し
た
。

婚
活
バ
ー
ベ
Ｑ
パ
ー
テ
ィ
ー

～
つ
が
の
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
プ
ラ
ザ
～

　

10
月
25
日
（
日
）

　

都
賀
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
・
都
賀
町
商

工
会
青
年
部
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
得
て
、
男

女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
い
た
し
ま
し
た
。

　

男
女
54
人
の
方
が
参
加
、
３
組
の
カ
ッ
プ

ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

行
っ
て
き
ま
し
た
！

『
鎌
倉
大
仏
』

10
月
29
日
（
木
）
～
30
日
（
金
）

　

就
労
継
続
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ち
ご
の
郷
・

栃
木
市
都
賀
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
合

同
宿
泊
訓
練
で
、
買
い
物
訓
練
や
自
立
訓
練

を
行
い
、
鎌
倉
大
仏
の
参
拝
も
し
て
来
ま
し

た
。

　
「
初
め
て
来
た
」
と
言
う
利
用
者
の
方
が

多
く
、大
仏
の
大
き
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
仏
の
胎
内
に
入
る
な
ど
貴
重
な

体
験
も
で
き
ま
し
た
。

ふ
く
ぴ
ー
だ
よ
り
　
第
25
号
（
3
）

明るい笑顔の応援団！

藤

岡

支

所

福祉団体及びボランティア団体等
　　　　　　事業費補助金の交付について

　社会福祉協議会では、福祉団体やボランティア団体を対象に、社会福祉の
向上に大きく寄与することができる事業経費の一部、団体組織の財政基盤の
強化及び活性化に掛かる費用の一部を補助することを目的に、下記のとおり
補助金を交付しております。
　平成 28年度希望される団体については、申請書等の様式をホームページ
からダウンロードするか、社会福祉協議会窓口にてお受け取り下さい。なお、
申請書は社会福祉協議会に提出して下さい。
対　　　象
　1　本会にボランティア団体登録をしていること。
　2　任意団体であること。
　3　団体の規約等を設けていること。
　4　栃木市で継続して２年以上、地域福祉・ボランティア活動を行っている

こと。
　5　政治的、宗教的及び営利的目的がないこと。
補助限度額　１団体　50,000 円
募 集 期 間　平成 28年５月１日～平成 28年５月 31日

世代間交流事業補助金の交付について
　この世代間交流事業は、高齢者と児童が、スポーツやレクリエーション、

文化伝承活動などの交流を通じて、地域住民相互の助け合いの輪を広げるこ

とを目的に、下記のとおり補助金を交付しております。

　平成 28年度希望される単位老人クラブについては、申請書等の様式をホー

ムページからダウンロードするか、社会福祉協議会窓口にてお受け取り下さ

い。なお、申請書は社会福祉協議会に提出して下さい。

対　　　象　単位老人クラブ又は２以上の単位老人クラブで組織する団体

補助限度額　１団体　事業経費の２分の１の額とし、30,000 円。ただし、２

以上の単位老人クラブで組織した団体についても、事業経費の

２分の１の額とし、30,000 円を限度とする。

募 集 期 間　平成 28年５月１日～平成 28年５月 31日




